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平
成
二
十
七
年
度
生
駒
市
自
治
連
合

会
第
二
回
全
体
集
会
を
、
一
月
三
十
一

日
、
小
紫
雅
史
市
長
を
来
賓
に
迎
え
、

生
駒
市
役
所
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
全
体
集
会
で
は
、
地
域
力

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
採
択
し

た
ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
萩
の
台
自
治
会
か

ら
、「
地
域
力
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
「
支
え
合
う
会
」
を
普
及
す
る
事
業
」

の
報
告
と
、
各
地
区
か
ら
の
取
組
事
例

と
し
て
、
鹿
ノ
台
自
治
連
合
会
か
ら
、

「
鹿
ノ
台
い
き
い
き
ホ
ー
ル
」
に
つ
い

て
、
東
地
区
自
治
連
合
会
か
ら
、「
ゾ
ー

ン
30
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
各
報
告
後
に
は
、
質

疑
応
答
が
行
れ
、
取
り
組
み
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
紫
市
長
に
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
報
告
を
最
後
ま
で
聞
い
て
い

た
だ
き
、
講
評
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
終
了
後
に
は
、
地
区
別
の

会
議
も
行
わ
れ
、
今
年
度
の
活
動
の
締

め
く
く
り
と
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

平
成
二
十
七
年
度

生
駒
市
自
治
連
合
会
第
二
回
全
体
集
会
を
開
催
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消 防 団 本 部
団 長
副 団 長

統 括 分 団 長

機動第１分団

生駒小学校区
生駒東小学校区
桜ヶ丘小学校区

機動第２分団

生駒台小学校区
俵口小学校区

機動第３分団

生駒南小学校区
壱分小学校区
生駒南第二小学校区

機動第４分団

生駒北小学校区
真弓小学校区
鹿ノ台小学校区
あすか野小学校区

女性広報指導分団

市内全域

　

私
た
ち
の
住
む
生
駒
市
に
は
、

消
防
組
織
と
し
て
常
備
消
防
（
消

防
本
部
及
び
消
防
署
）
と
、
第
一

か
ら
第
四
ま
で
の
機
動
分
団
、
女

性
広
報
指
導
分
団
（
消
防
団
）
が

あ
り
ま
す
。

　

私
が
所
属
し
て
い
ま
す
第
四
機

動
分
団
の
管
轄
区
域
は
、
生
駒
市

の
北
部
（
生
駒
北
中
学
校
・
鹿
ノ

台
中
学
校
・
上
中
学
校
エ
リ
ア
）

で
、
閑
静
な
地
域
で
す
。

　

分
団
員
は
五
十
名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
日
常
は
自
分
の
仕
事

に
従
事
し
な
が
ら
も
災
害
予
防
活

動
、
非
常
時
の
消
防
活
動
な
ど
、

地
域
住
民
皆
様
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

機
動
分
団
は
、
火
災
の
際
は
延

焼
防
止
と
消
火
活
動
を
行
い
、
常

備
消
防
隊
帰
還
後
も
消
火
確
認
で

き
る
ま
で
見
守
り
、
災
害
時
に
は

現
場
へ
出
動
し
、
最
小
限
に
被
害

を
食
い
止
め
る
た
め
に
活
動
し
ま

す
。

　

普
段
は
、
出
動
に
備
え
る
た
め

月
二
回
の
放
水
訓
練
、
ポ
ン
プ
及

び
資
機
材
の
点
検
、
地
域
の
巡
回

警
備
、
団
員
個
々
の
士
気
向
上
・

改
善
の
た
め
操
法
大
会
へ
の
出
場

（
操
法
と
は
、
火
災
消
火
を
想
定

し
た
基
本
操
作
の
正
確
さ
と
速
さ

を
競
う
も
の
）、
ま
た
、
年
末
に

は
歳
末
夜
警
と
し
て
担
当
地
域
の

夜
間
巡
回
警
備
を
朝
五
時
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
地
域
の
皆
様
方
と
の
協

力
活
動
と
し
て
、
自
主
防
災
会
訓

練
へ
の
参
加
、
地
区
夏
祭
り
等
の

警
戒
警
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
分
団
の
悩
み
は
、
分
団

構
成
員
の
確
保
で
す
。
今
後
と

も
、
地
域
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
な
町
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る

　
上
町
自
治
会機動

第
四
分
団
長

平
田
　
和
伸

西
・
中
地
区
土
砂
災
害

防
災
訓
練
に
参
加
し
て

　
前
俵
口
町
自
治
会
長

上
田
　
光
男

　

私
の
住
む
町
に
は
、
モ
チ
川
、

竜
田
川
、
薬
師
堂
川
と
大
き
な
川

が
生
駒
山
東
麗
か
ら
発
し
て
流
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
異
常
気
象
に

伴
う
大
雨
が
全
国
各
地
で
大
災
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
い
て

は
行
政
に
任
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

が
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
、
日
頃
の
心

構
え
は
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
の
か
、
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
で
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
の
危
険
箇
所
が
ど
こ

か
、
ど
こ
が
安
全
な
と
こ
ろ
か
を

知
っ
て
い
な
い
と
対
応
で
き
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
分
の

家
族
の
安
全
を
守
る
原
則
は
、
自

助
努
力
で
被
害
を
受
け
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
自

主
防
災
組
織
の
共
助
の
前
に
、
向

こ
う
三
軒
両
隣
が
助
け
合
う
こ
と

こ
そ
が
一
番
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
主
防
災
活
動
の

中
で
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
が
参

加
し
、
共
通
す
る
思
い
を
持
っ
て

事
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
と
感
じ
た

次
第
で
す
。

各
地
区
の
活
動
紹
介

長弓寺本堂（国宝）での防災訓練

防災訓練の様子
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昨
年
十
二
月
五
日
に
地
区
を
ま

た
が
っ
て
土
砂
災
害
の
危
険
が
想

定
さ
れ
る
自
治
会
を
中
心
に
砂
防

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

中
地
区
十
三
、
西
地
区
五
自
治

会
、
ま
た
中
地
区
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
、
生
駒
市
消
防

団
機
動
第
一
分
団
の
皆
さ
ん
延

べ
九
十
八
名
に
参
加
を
い
た
だ

い
て
、
奈
良
県
、
生
駒
市
か
ら

砂
防
・
災
害
対
策
の
講
演
と
災

害
マ
ッ
プ
つ
く
り
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

六
自
治
会
で
は
午
前
八
時
過
ぎ

か
ら
情
報
伝
達
、
避
難
誘
導
、
広

報
車
に
よ
る
情
報
伝
達
等
の
訓
練

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
七
日
に
は
生
駒

中
学
校
区
地
域
ぐ
る
み
児
童
生
徒

健
全
育
成
事
業
推
進
委
員
、
桜
ヶ

丘
小
学
校
区
・
俵
口
小
学
校
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　

本
年
度
、
長
年
の
課
題
で
あ

り
ま
し
た
自
主
防
災
会
が
、
七
月

十
一
日
班
長
会
に
て
可
決
成
立
致

し
ま
し
た
。
早
速
自
主
防
災
会
役

員
が
中
心
と
な
り
十
月
十
七
日
防

災
の
集
い
と
称
し
、
生
駒
市
危
機

管
理
課
及
び
生
駒
市
消
防
署
の
協

力
を
得
て
、
防
災
講
習
会
と
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
何
分
、

当
自
治
会
単
独
で
は
、
初
め
て
の

自
主
防
災
会
の
講
習
・
訓
練
と
い

う
事
で
、
余
り
時
間
を
掛
け
ず
に

出
来
る
だ
け
沢
山
の
方
が
参
加
し

や
す
い
方
向
に
と
い
う
意
図
も
あ

り
、
心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

用
い
た
除
細
動
は
、
各
人
が
こ
の

場
で
実
施
訓
練
を
す
る
事
は
、
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
の
訓
練

は
、
も
う
少
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
即
応
し
易
い
様
、
こ
の
場
で
体

現
で
き
る
要
素
を
取
り
入
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に

は
、
恒
例
の
自
治
会
懇
親
旅
行
と

兼
ね
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
へ
研
修

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

設
立
の
趣
旨
で
あ
る
『
し
な

や
か
で
や
さ
し
い
、
や
わ
ら
か
な

人
々
、
そ
れ
で
い
て
と
て
も
強
く

校
園
長
先
生
等
の
皆
さ
ん
で
前
記

同
様
の
マ
ッ
プ
作
り
を
行
い
、
災

害
マ
ッ
プ
を
よ
り
多
く
の
方
に
参

加
を
い
た
だ
い
て
合
体
さ
せ
、
生

駒
中
学
校
区
の
校
園
の
子
ど
も
達

に
も
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
と

き
、
広
報
車
の
拡
声
器
で
は
平

常
時
で
も
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
ま
せ

ん
。
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十

日
に
発
生
し
た
広
島
市
の
災
害
で

も
避
難
勧
告
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し

た
。
土
砂
災
害
の
発
生
は
二
十

日
午
前
三
時
か
ら
で
す
が
、
前
夜

の
十
九
時
か
ら
異
常
な
雨
が
降
り

続
き
広
島
市
消
防
局
か
ら
自
主
避

難
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
警
報
が
遅
か
っ
た

か
ら
自
分
や
家
族
の
命
が
守
れ
な

か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
住
い
の
地
域
が
豪
雨
に
あ
っ
た

と
き
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、
あ

な
た
の
防
災
マ
ッ
プ
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
は
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

西
・
中
地
区
土
砂
災
害

防
災
訓
練
を
実
施

　
中
地
区
自
治
連
合
会
長

森
岡
　
文
夫

自
主
防
災
会
発
足
に
伴
う

諸
行
事

　
東
生
駒
自
治
会
長原

田
　
保
司

て
楽
し
い
人
た
ち
。
こ
の
よ
う
な

魅
力
の
あ
る
人
び
と
に
支
え
ら
れ

た
、
私
た
ち
の
い
の
ち
、
す
ま
い
、

つ
な
が
り
、
ま
ち
』
を
基
本
と
し

た
三
大
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
（
学

ぶ
・
感
じ
る
・
語
り
継
ぐ
）
を

し
っ
か
り
体
現
で
き
、
阪
神
・
淡

路
大
地
震
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
知
ら

な
い
世
代
の
お
子
様
達
も
災
害
対

策
と
災
害
時
の
助
け
合
い
に
つ
い

て
十
分
に
思
い
を
募
ら
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
の
基
本
は
、
地
域

全
員
が
仲
良
く
、
共
有
す
る
文
化

を
育
成
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助

け
合
う
協
力
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
築
く
こ
と
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
地
域
の
関
係
も
希
薄
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
が
、

あ
る
意
味
自
治
会
と
は
、
個
人
情

報
の
共
用
も
必
要
な
要
素
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
を
通

じ
、
必
要
な
情
報
を
共
有
し
、
お

互
い
を
助
け
合
え
る
土
壌
を
育
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

防災マップ作り（機動第一分団）

マップ作り（門前町自治会）

避難訓練（辻町第一東自治会）
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壱
分
町
西
自
治
会
で
は
、
三
月

の
第
二
日
曜
日
を
防
災
の
日
と
定

め
、
防
災
訓
練
を
年
間
行
事
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
会

を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
方
が
防
災

意
識
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
は
、

一
年
の
中
で
必
ず
訓
練
を
行
う
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
は
、
大
雨
土
砂
災
害
を

テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
に
は
大
雨
に

よ
る
増
水
の
訓
練
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
の
住
民
対
象
に
は
危
機
管

理
課
よ
り
講
習
を
受
け
、
防
災
の

日
に
は
奈
良
県
郡
山
土
木
事
務

所
、
生
駒
市
、
生
駒
警
察
、
消
防

本
部
、
消
防
団
の
協
力
の
中
、
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

毎
年
訓
練
を
行
う
中
で
、
消
防

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日

各
自
治
会
長
三
十
三
名
と
生
駒
市

関
係
課
職
員
三
名
が
、
奈
良
市
防

災
セ
ン
タ
ー
と
名
張
市
桔
梗
が
丘

自
治
連
合
協
議
会
へ
視
察
研
修
に

行
き
ま
し
た
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
台
風
、

地
震
、
消
火
、
煙
避
難
体
験
を
行

い
、
実
習
後
に
は
防
災
の
要
点
を

受
講
し
、
防
災
知
識
、
意
識
の

習
得
と
正
し
い
行
動
を
学
び
ま
し

た
。

　

桔
梗
が
丘
自
治
連
合
協
議
会

で
は
、
概
要
に
つ
い
て
辻
森
協
議

会
会
長
や
役
員
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し

た
。

　

設
立
の
経
緯
と
し
て
は
、
桔
梗

が
丘
は
昭
和
四
十
年
代
か
ら
入
居

が
進
み
、
平
成
十
五
年
、
桔
梗
が

丘
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
発
足
、

平
成
二
十
一
年
に
名
張
市
の
指

導
に
よ
り
地
区
区
長
会
と
一
本
化

し
、
桔
梗
が
丘
自
治
連
合
協
議
会

を
設
立
・
二
十
四
区
、
五
千
五
百

世
帯
、
一
万
四
千
人
の
規
模
で

す
。

　

設
立
目
的
は
、
豊
か
で
住
み
よ

団
に
は
い
つ
も
協
力
の
お
願
い
を

し
て
お
り
、
私
も
で
す
が
、
自
治

会
員
の
中
に
も
消
防
団
員
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
が
と
て
も
心
強
い
で
す
。

　

世
代
の
違
う
家
庭
の
交
流
が
少

な
く
な
る
中
、
防
災
に
関
し
て
同

じ
テ
ー
ブ
ル
で
の
意
見
交
流
が
で

き
、
会
員
の
相
互
理
解
の
た
め
の

と
て
も
い
い
機
会
に
な
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

毎
年
の
訓
練
の
中
で
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て

参
加
す
る
会
員
さ
ん
が
い
て
防
災

意
識
が
広
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。

　

さ
ら
に
も
っ
と
多
く
の
方
が
訓

練
に
参
加
し
、
共
助
の
意
識
が

大
事
で
あ
る
こ
と
を
も
う
少
し
理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
役
員
一

同
、
住
民
と
の
交
流
を
楽
し
み
な

が
ら
防
災
の
訓
練
を
し
て
意
識
の

向
上
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
街
を
創
造
す
る
た
め
、
住
民
の

交
流
を
図
り
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
良
好
な
居

住
環
境
及
び
安
全
、
安
心
な
生
活

環
境
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

組
織
の
特
徴
は
、
総
会
は
最
高

議
決
機
関
、
理
事
会
は
最
高
意
思

決
定
、
執
行
機
関
で
、
さ
ら
に
三

委
員
会
と
六
事
業
部
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
具
体
化
の
た
め
平
成

二
十
四
年
に
推
進
チ
ー
ム
を
組
織

化
し
、“
お
助
け
セ
ン
タ
ー
の
設

置
”
等
七
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
研
修
会
の
感
想
と
し
て
は
、

北
地
区
も
同
様
の
高
齢
社
会
進
展

の
中
で
今
回
の
研
修
を
活
か
し
、

市
関
係
課
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

活
性
化
に
向
け
、
行
動
を
起
こ

す
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
の
関
係
課
職
員
、
各
会
長

間
で
研
修
成
果
、
共
通
課
題
等
、

活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
、
有
意

義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

北
地
区
自
治
連
合
会

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に

　
壱
分
町
西
自
治
会
長

井
ノ
上
　
善
太
郎

　
鹿
ノ
台
西
一
丁
目
自
治
会
長

袴
田
　
攻

県
外
視
察
研
修

同窓会
面倒なことは全ておまかせ！同窓会の幹事を代行します
「会費×参加人数」で開催。前金等なし！費用はコレが全てです。

タウン情報 株式会社エヌ・アイ・プランニング
幹事代行.com 奈良

　0120-38-2750お申し込み・
お問い合わせは 検索幹事代行 奈良

生駒市小明町446-1 

ゆとりを楽しむ大人のために…
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今
年
の
県
外
研
修
は
、「
リ
サ

イ
ク
ル
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

泉
南
市
に
あ
る
㈱
リ
バ
ー
ス
を
訪

問
し
ま
し
た
。
同
社
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
、
生

駒
市
衛
生
社
の
紹
介
で
訪
問
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

先
ず
、
営
業
担
当
者
か
ら
会
社

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
会

社
は
、
色
々
な
会
社
か
ら
機
密
書

類
を
未
開
封
の
ま
ま
預
か
っ
て
タ

ン
ク
で
溶
解
を
し
て
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
し
て
再
生
処
理
を
し

ま
す
。「
泉
」
が
つ
く
地
名
は
水

が
豊
富
で
多
く
の
製
紙
工
場
が

集
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か

し
最
近
は
地
盤
沈
下
を
考
え
て
取

水
量
を
制
限
し
て
不
足
分
は
一
度

使
っ
た
水
を
再
利
用
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

写
真
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
10

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
機
密
書
類

が
箱
の
ま
ま
運
ば
れ
て
い
く
の
が

お
判
り
で
し
ょ
う
か
。
ト
ラ
ッ
ク

は
入
れ
替
わ
り
入
庫
出
庫
を
し
ま

す
が
、
書

類
搬
入
時

は
一
台

分
の
み
の

分
だ
け
で

す
。
そ
れ

　

終
戦
七
十
年
、
原
爆
被
爆
七
十

年
目
の
広
島
が
視
察
地
で
し
た
。

　

原
爆
の
悲
惨
さ
は
、
報
道
や
コ

ミ
ッ
ク
本
の
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

な
ど
に
、
凝
視
で
き
な
い
惨
状
が

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
原
爆
資
料

館
で
、
熱
線
で
焼
け
焦
げ
た
中
学

生
の
小
さ
な
制
服
を
見
る
と
、
少

年
少
女
た
ち
の
夢
や
希
望
ま
で

一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま
う
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
語
り
部
の
体
験
談
を

聴
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
自
然

災
害
と
違
っ
て
、
原
爆
や
戦
争

は
人
間
が
す
る
こ
と
で
、
な
く
す

こ
と
が
出
来
る
」
と
い
わ
れ
ま
し

た
。

　

世
界
各
地
で
紛
争
が
起
き
て

い
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
、
核
兵
器
廃
絶
や
恒
久
的
な
世

界
平
和
の
実
現
を
願
い
、
世
論
を

盛
り
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

翌
日
は
、
平
成
二
十
六
年
八
月

二
十
日
未
明
に
土
砂
災
害
で
死
者

七
十
五
名
と
多
数
の
負
傷
者
や
家

屋
を
損
壊
し
た
、
安
佐
南
区
の
災

害
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

細
い
坂
道
の
上
に
あ
り
、
山

は
機
密
書
類
を
放
置
し
な
い
た
め

で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
の
時

間
を
決
め
て
お
り
到
着
が
遅
れ
る

場
合
な
ど
は
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
る
た
め
、
依
頼
し
た
会
社
と
の

信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
鉄
道
会
社
か
ら
の
機
密

文
書
の
籍
を
入
れ
溶
解
処
理
を
し

て
い
た
ら
「
ド
カ
ン
ド
カ
ン
」
と

音
が
し
た
の
で
取
り
出
し
て
み
た

ら
な
ん
と
！
レ
ー
ル
片
が
入
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
程
預
か
っ

た
箱
は
未
開
封
の
ま
ま
金
属
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
す
べ
て
一
緒
に
溶

解
処
理
を
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

と
の
こ
と
で
す
。
預
か
っ
た
書
類

な
ど
が
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に

な
る
旅
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

生
駒
市
役
所
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
「
生
駒
紙
」
や
、
コ
ー
プ
な

ど
で
売
ら
れ
て
い
る
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
製
造
会
社
の
欄
を
一

度
見
て
く
だ
さ
い
。「
㈱
リ
バ
ー

ス
」
と
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
よ
。

か
ら
流
れ
る
普
段
は
穏
や
か
な
谷

川
が
あ
る
、
よ
く
あ
る
住
宅
地
で

す
。
た
だ
、
こ
の
土
地
は
花
崗
岩

が
風
化
し
た
マ
サ
土
が
推
積
し
て

出
来
た
扇
状
地
で
、
集
中
豪
雨
時

に
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

毎
年
各
地
で
災
害
が
起
き
、
自

然
の
脅
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

す
。

　

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
砂
防

ダ
ム
や
堤
防
な
ど
が
出
来
て
も
安

全
で
は
な
い
と
認
識
し
て
、
被
害

の
防
止
や
、
最
小
限
に
軽
減
す
る

た
め
に
は
、
住
ん
で
い
る
町
の
危

険
性
を
知
り
、
環
境
や
体
力
に
応

じ
た
命
の
危
険
を
伴
わ
な
い
安
全

な
状
況
下
で
の
避
難
先
や
ル
ー
ト

な
ど
を
事
前
に
確
認
し
て
「
我
々

の
命
は
我
々
で
守
る
」
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

西
地
区
自
治
連
合
会

中
地
区
自
治
連
合
会

　
　
小
明
台
自
治
会
長

右
馬
ノ
　
靖

　
元
町
一
丁
目
自
治
会
長

中
川
　
元
二
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昨
年
十
一
月
五
日
、
市
長
と
自

治
連
合
会
役
員
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
地
域
の
課
題
を
市

と
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
長
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
み
ん
な
で
創
る

楽
し
く
住
み
や
す
い
ま
ち
、
い
こ

ま
」
の
説
明
や
今
後
の
方
向
性
を

お
聞
き
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
意

 

市
長
と
の
懇
談
会

 

自
治
会
役
員
研
修
会

　

関
市
は
岐
阜
県
南
部
に
位
置

す
る
、
刃
物
で
有
名
な
ま
ち
で

す
。
平
成
十
七
年
に
近
隣
二
町
三

村
と
合
併
し
、
人
口
は
九
万
一
千

人
、
面
積
は
生
駒
市
の
約
九
倍
あ

り
、
そ
の
形
は
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
頭

部
（
旧
市
域
）
と
、
二
本
の
ハ
サ

ミ
（
山
間
部
）
を
連
想
さ
せ
る
特

異
な
形
状
を
し
て
い
ま
す
。

　

関
市
は
、
年
々
減
少
す
る
人

口
、
高
齢
化
の
波
、
加
え
て
合
併

に
よ
る
問
題
の
多
様
化
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
克

服
す
る
た
め
、
地
域
課
題
に
応
じ

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
の
認
識

の
も
と
、「
関
市
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
指
針
」
を
策
定
し
問
題
解
決

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

取
組
の
第
一
段
階
は
、
小
学
校

区
毎
に
自
治
会
を
含
む
地
域
内
の

各
種
団
体
代
表
に
よ
る
「
地
域
委

員
会
」
を
設
置
し
、
こ
れ
を
ま
ち

づ
く
り
の
核
と
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
は
、
①
地
域

づ
く
り
支
援
交
付
金
の
交
付
、
②

市
職
員
の
派
遣
の
支
援
を
行
う
。

こ
れ
に
よ
り
、
十
五
地
域
の
う

ち
、
五
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

生
駒
市
で
も
、
既
に
自
治
基
本

条
例
は
制
定
さ
れ
て
お
り
、
市
民

自
治
協
議
会
の
位
置
づ
け
も
、
自

治
会
が
そ
の
中
核
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
各
種
団
体
、
行
政
と
の
協

働
を
積
極
的
に
進
め
な
い
と
、
前

進
は
お
ぼ
つ
か
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
高
齢
化
伸
び
率
が
全
国
で

ト
ッ
プ
級
と
自
認
し
、
よ
り
高
い

「
地
域
力
」
を
求
め
ら
れ
て
い
る

現
在
、
生
駒
市
も
実
効
あ
る
市
民

自
治
協
議
会
の
設
置
が
迫
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
今
回
関

市
へ
の
研
修
に
参
加
し
て
感
じ
ま

し
た
。

東
地
区
自
治
連
合
会

　
月
見
ヶ
丘
自
治
会
長

宇
野
　
定
宏

　

平
成
二
十
七
年
度
の
自
治
会
役

員
研
修
会
を
昨
年
八
月
三
十
一

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
神
奈
川
県

平
塚
市
福
祉
総
務
課
の
木
村
知
広

氏
に
、「
住
民
同
士
の
支
え
合
い

に
よ
る
「
町
内
福
祉
村
」
の
取
組
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

町
内
福
祉
村
は
、
日
々
生
活
す

る
中
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け

が
ほ
し
い
、
あ
る
い
は
し
た
い
、

と
い
っ
た
時
に
住
民
同
士
が
支
え

合
え
る
仕
組
み
で
す
。

　

今
回
の
研
修
を
参
考
に
し
つ

つ
、
高
齢
化
に
向
け
た
必
要
な

取
組
み
・
活
動
を
当
連
合
会
と
し

て
、
今
後
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
員
か
ら
は
、
市
立
病
院
の
運

営
方
法
や
、
通
学
路
の
安
全
確

保
、
高
齢
者
支
援
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
意

見
が
出
て
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

自
治
連
合
会
で
は
、
市
と
の
情

報
共
有
の
機
会
を
通
じ
て
、
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
地
域
力
の
向
上

に
向
け
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国文都市地区中部（E地区）整地工事で
近隣の子どもたちと

徹底した衛生管理で「美味」をお届けします。

すし･弁当･幕の内･仕出し料理専門店

A  C  Sエー シー エス
＊受付時間＊

午前９時～午後8時45分

あづまケータリングサービス 年中無休 株式会社 東鮓

0743-75-3033（代）
生駒市辻町53番地北畑ビル1F

東生駒店 ●近鉄東生駒駅北へ500m
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平
成
二
十
七
年
十
月
十
八
日
、

秋
晴
れ
の
下
、
待
ち
望
ん
で
い
た

「
鹿
ノ
台
い
き
い
き
ホ
ー
ル
」
の

完
成
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

生
駒
市
長
始
め
、
各
関
係
者
の

祝
意
を
い
た
だ
き
、
関
係
者
の
努

力
の
足
跡
を
た
ど
り
、「
わ
が
街

鹿
ノ
台
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
放
映
さ
れ

る
場
面
で
は
、
鹿
ノ
台
住
民
招
待

席
に
は
、
感
極
ま
っ
て
涙
ぐ
む
方

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
自
治
会
館
誕
生
の
発
端

は
、
平
成
二
十
三
年
、
生
駒
市
の

消
防
署
統
合
計
画
に
よ
る
鹿
ノ
台

分
署
の
跡
地
利
用
問
題
で
し
た
。

そ
し
て
、
様
々
な
利
用
案
か
ら
絞

り
込
ま
れ
、
住
民
投
票
が
実
施
さ

れ
、
住
民
の
総
意
は
新
自
治
会
館

の
選
択
で
し
た
。

　

早
速
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
か
ら

な
る
建
築
運
営
委
員
会
が
結
成

さ
れ
、
設
計
、
デ
ザ
イ
ン
、
リ

フ
ォ
ー
ム
仕
様
、
什
器
備
品
に
至

る
ま
で
、
手
作
り
の
挑
戦
が
続
き

ま
し
た
。

　

立
地
も
、「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」

や
公
共
機
関
、
地
元
商
店
が
連
な

る
鹿
ノ
台
の
中
心
に
位
置
し
、
完

成
後
、
気
楽
に
立
ち
寄
ら
れ
る
住

「
鹿
ノ
台
い
き
い
き
ホ
ー
ル
」（
新
自
治
会
館
）
が
オ
ー
プ
ン

「
ゾ
ー
ン
30
の
活
動
」
に
つ
い
て

民
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
状
況
で
す
が
、
一

階
の
「
交
流
サ
ロ
ン
」
は
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
、

本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
を
楽

し
む
住
民
で
盛
況
で
す
。
遊
具
や

絵
本
な
ど
揃
え
た
「
キ
ッ
ズ
＆
シ

ニ
ア
ル
ー
ム
」
は
、
親
子
や
祖
父

母
と
孫
等
が
集
い
、
笑
い
が
絶
え

ま
せ
ん
。

　

二
階
の
「
談
話
室
」
は
、
グ

ル
ー
プ
活
動
、
展
示
会
等
に
使

用
さ
れ
、「
情
報
広
報
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
鹿
ノ
台
の
情
報
発
信
基
地
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
に
向
け
て
、
鹿

ノ
台
自
治
連
合
会
は
活
動
目
標
に

「
信
頼
と
協
力
で
支
え
合
う
心
豊

か
な
地
域
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ

ま
す
。「
い
き
い
き
ホ
ー
ル
」
は

文
字
通
り
、
そ
の
拠
点
と
し
て
重

要
な
使
命
を
担
い
ま
す
。

鹿
ノ
台
北
一
丁
目
自
治
会
長

井
上
　
善
夫

　
「
ゾ
ー
ン
30
」
は
、
生
活
道
路

の
歩
行
者
、
自
動
車
の
安
全
な
通

行
を
目
的
に
、
ゾ
ー
ン
（
区
域
）

を
指
定
し
て
ゾ
ー
ン
内
の
最
高
速

度
を
時
速
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

規
制
す
る
と
と
も
に
、
規
制
標
識

の
ほ
か
、
ゾ
ー
ン
30
表
示
、
路
面

標
示
、
路
側
帯
等
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
通
過
交
通
の
速
度
、
台

数
を
抑
制
す
る
も
の
で
す
。

　

東
地
区
自
治
連
合
会
で
は
、
東

生
駒
月
見
町
、
月
見
町
第
一
ガ
ー

デ
ン
ハ
イ
ツ
、
東
菜
畑
一
丁
目
、

東
菜
畑
二
丁
目
（
な
ば
た
幼
稚

園
、
東
小
学
校
区
の
通
園
・
通
学

路
と
な
っ
て
い
る
）
の
狭
い
道
路

に
お
い
て
、
住
宅
地
内
の
通
り
抜

け
を
す
る
自
動
車
、
二
輪
車
等
の

抑
制
を
図
る
道
路
対
策
を
地
域
協

働
、
協
創
で
進
め
る
た
め
実
施
を

検
討
し
ま
し
た
。

　

東
生
駒
駅
周
辺
の
住
宅
地
の
区

域
で
は
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
生

駒
警
察
・
生
駒
市
と
協
議
し
、
平

成
二
十
七
年
一
月
七
日
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

東
生
駒
月
見
町
周
辺
の
住
宅
地

の
区
域
で
は
、
平
成
二
十
六
年
か

ら
生
駒
警
察
・
生
駒
市
と
協
議

し
、
平
成
二
十
八
年
二
月
十
五
日

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
・
生
駒
市
・
生
駒
警

察
、
教
育
委
員
会
・
学
校
・
幼
稚

園
・
東
地
区
自
治
連
合
会
で
取
組

み
、
一
歩
踏
み
出
す
事
が
出
来
ま

し
た
。
今
後
も
地
域
の
た
め
に
協

議
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

東
地
区
自
治
連
合
会
長

藤
澤
　
清
二

各
地
区
か
ら
の
便
り

仕出し・持ち帰り・食事

0800-123-1233フリーダイヤル

近鉄アントレ生駒　専門店街1F

個室有り　36名様まで収容可能
祝事・法事　各種宴会承ります。
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キップ一枚から国内旅行・海外旅行・海外格安航空券

いこまツーリスト
※お電話1本で予約、手配、発券ができます。※他社パッケージ旅
行の予約ができます。※団体旅行、グループ旅行、個人旅行も迅速
にお見積り致します。※各種保険も取扱ってます。

☎ 73-3636（0743）
生駒市小明町541－3

【営業時間】
●月～金曜日
　AM9:30 ～ PM6:00
●定休日
　土・日曜日、祝・祭日

　

平
成
二
十
七
年
度
奈
良
県
自
治

連
合
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
、

昨
年
十
一
月
十
日
に
奈
良
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
は
、
住
民
自
治
組

織
の
役
員
と
し
て
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
に
貢
献
し
、
行
政
の
円

滑
な
る
推
進
に
協
力
さ
れ
た
方
々

を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

松
美
台
東
自
治
会
の
綾
部
政
浩

会
長
、
北
小
平
尾
自
治
会
の
細
川

一
夫
会
長
が
奈
良
県
知
事
表
彰

を
、
谷
田
町
自
治
会
の
中
谷
義
文

奈
良
県
自
治
連
合
会
自
治
功
労
者
表
彰

九
　
月

　
　
四
日
　
第
三
回
常
任
理
事
会

　
　
八
日
　
南
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
二
六
日
　
北
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
県
外
視
察
研
修

十
　
月

　
　
四
～
　
中
地
区
自
治
連
合
会

　
　
五
日
　
県
外
視
察
研
修

　
　
六
日
　
西
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
　
七
日
　
第
五
回
正
副
会
長
会
議

　
一
四
日
　
東
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
二
七
日
　
第
四
回
防
災
部
会

　
三
〇
～
　
東
地
区
自
治
連
合
会

　
三
一
日
　
県
外
視
察
研
修

十
一
月

　
　
四
日
　
北
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

　
　
五
日
　
第
四
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
第
二
回
理
事
会

　
　
　
　
　（
市
長
と
の
懇
談
会
）

　
一
八
日
　
中
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
市
政
研
修
会

十
二
月

　
　
一
日
　
第
六
回
正
副
会
長
会
議

　
一
一
日
　
第
四
回
編
集
委
員
会

一
　
月
　

　
一
三
日
　
第
五
回
常
任
理
事
会

　
一
五
日
　
第
五
回
編
集
委
員
会

　
二
二
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
研
修
会

　
三
一
日
　
第
二
回
全
体
集
会

二
　
月

　
　
三
日
　
第
七
回
正
副
会
長
会
議

　
　
九
日
　
第
五
回
防
災
部
会

　
　
　
　
　
第
六
回
編
集
委
員
会

日
　
　
誌

会
長
が
奈
良
県
自
治
連
合
会
長
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
一
日
に
新
聞
の
折
り
込
み

と
し
て
配
布
さ
れ
て
い
る
、「
県

民
だ
よ
り
奈
良
」
が
新
年
度
よ
り

広
報
「
い
こ
ま
ち
」
と
同
様
に
、

自
治
会
で
配
布
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
今
年
12
月

４
日
に
開
催
予
定
の
生
駒

市
総
合
防
災
訓
練
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
日
ご
ろ
身
近

に
在
り
な
が
ら
そ
の
活
動

内
容
や
自
治
会
と
の
係
わ

り
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
、
消
防
団
の
紹
介
も
し
て
い

ま
す
。

　

ご
拝
読
い
た
だ
き
、
消
防
団
へ

の
ご
理
解
が
深
ま
り
、
ま
た
読
者

ご
自
身
の
安
心
、
安
全
な
街
づ
く

り
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
　

編
集
委
員
長　

森
岡　

文
夫

　
　

編
集
委
員　
　

池
田　

幸
册

　
　
　
　
　
　
　
　

右
馬
ノ　

靖

　
　
　
　
　
　
　
　

西
野　

秀
男

　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
史

☆
お
知
ら
せ

　

一
月
二
十
二
日
、
常
任
理
事

十
二
名
（
代
理
含
む
）
で
、
御
所

市
で
行
わ
れ
た
奈
良
県
自
治
連
合

会
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
研
修
会
で
は
、
帝
塚
山

大
学
名
誉
教
授
の
中
川
幾
郎
氏
に

よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
住
民
組

織
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。

　

地
域
住
民
自
治
組
織
の
重
要
性

や
、
こ
れ
か
ら
地
域
社
会
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
、
ま
た
、
挨
拶
運

動
な
ど
を
通
じ
て
面
識
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
、
自
治
会
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
な
ど
の
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

編集後記編集後記編集後記編集後記

奈
良
県
自
治
連
合
会
研
修
に
参
加


